















これを用いて分子軸方向の弾性率を叡扱うことができるO ポ ジ`エチンン ,求








田隅によって求められていたC これを 少し修正して.結晶振動を計算 したo
a,b,C軸方向の位相差 〔それぞれ 0≦ 6≦/1)について代表的組合せを'-つく
って振動の波数を計算し.集計して振動数分布を得たo これはDannerが中性
子非弾性散乱から実験的VT得た分布に よく一致するo 振動数分布の理論値から










明されるQ lつのラセンの径ほほは24A ･ ピッチは30･5A ･1万 プチ中性
-Å5-
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セソ問距離oERNA,においては 13.OAで､DNAのA形 14.CA , B形 14.8
(⊃
左 ,C･形 13.6A のどれ よりもやや短い｡ (2)PO言基のむきoRNAにおい･
1225cm-1吸収帯 (POて逆対称伸縮)が⊥二色性 ,1084C由~1吸収帯 (PO…





において 9cm-1 であるQRNACL)方が大であも 以上のようなちがいは､RNA





(4)噂 C胃2もN重 という形のジア ミンをラセソ状核酸の溶液に入れるとその
融解温度 Tmが上昇するO その上昇高 dTm を極大ならしめるnの値がDNAで
は5,合成RNAでは2-3である｡ (5)PolyL工r lysineとラセン状核酸と
は一定のモJL'比をもつ錯体を形成するが､その錯体における N冒2/P比 は
DNA(天然 ,合成)では約 1,RNA(天然 ,合成)では 1よりも小さい (
0.5-0.6程度)C
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